
会社に入り２９年，時が経つのは

早いと痛感するこの頃．魅力度ラ

ンキング最下位の茨城県北部に位置する日立市で育ち，現

在は東海村にて暮らしています．

海側を見れば東海原子力発電所や研究所（現在の原子力

研究開発機構），山側を見れば JT-60（気付いたのは高校の

頃かな？）と知識は無くても小さい頃から何かすごい施設

がある環境に自分は住んでいるなと感じていました．

そんな私は建築関係の職人の息子として育ったため，小

さい頃から父親に付いて一般家庭からビル現場まで行った

り，現在は農家出の嫁の関係もあり，たまに農作業を手

伝っています．言わば個人経営者？の環境でこれまで過ご

してきました．

学校に行っていたのだから集団生活については学んでい

たつもりでも，いざ仕事に就くと育った環境の影響なの

か？自分で何とかしなければと言う意識ばかりが先行し，

なかなか物事がまとまらないことが多々ありました．ここ

で思ったのは，本当に自分の父親は職人だから，自分のや

りたい様に仕事をしていたのか？違うんですよね，やっぱ

り次の職人さんに期日までにバトンタッチしなければ物は

完成しないのです．やはり何事においてもまとめ上げるに

は，色々な方の協力の上に成り立つということですね．

オリンピックのメダリスト達も努力しているのは本人か

もしれませんが，その周りの方々のサポートがあったから

こそのメダルであると誰しもが言うように，若い研究者の

方々も一人で考え込まずに色々な方々に相談し意見を聞き

取り入れ，自分が向かうべき目標にたどり着くことを願っ

ております．そのサポートとして少しでもお役に立てれば

企業人としてはうれしい限りです．

（高橋光俊）
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